
星空ガイド ３月１６日～４月１５日

※惑星は２０２５年４月１日の位置です。

よいの星空
３月１６日２２時頃

４月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
３月１６日 ４時頃

４月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 曜 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

３ １６ 日 ６：０７ １８：０６ １９：５９ ６：４９ １６.１

２１ 金 ６：００ １８：１０ ‐‐ ： ‐‐ ９：２４ ２１.１

２６ 水 ５：５３ １８：１４ ３：５９ １４：３１ ２６.１

４ １ 火 ５：４５ １８：１９ ７：１２ ２１：５２ ２.７

６ 日 ５：３８ １８：２２ １１：５６ ２：０３ ７.７

１１ 金 ５：３１ １８：２６ １６：５６ ４：３２ １２.７

１５ 火 ５：２６ １８：３０ ２０：４７ ６：１１ １６.７
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消える土星の環

土星の環が３月２４日に“消失”しま

す。消失と言っても本当に消えてなくな

ってしまうのではなく、土星の環が消え

てしまったかのように見えるということで

す。地球から見た土星の環の傾きは

日々変化していて、約１５年周期で地

球と太陽から環を真横から見られる格

好になります。土星の環は土星本体に

対して非常に薄いため、その頃に望遠

鏡で土星を観察すると、環が消えてしま

ったかのように見えるのです。

ただ、３月の土星は太陽の近くに見えているため、観察は非常に難しい状況です。

その後５月頃には、環がほぼ見えない状態の土星が夜明け前の東の空で観察しや

すくなるので、この頃が見えない土星の環を見る好機になりそうです。

逆スーパームーン？１年で最も小さく見える満月

４月１３日に見える満月は、２０２５年で見られる満月のうち最も小さく見える満月に

なります。ただ、実際に４月１３日の満月を見ても「いつもより小さいぞ！」とはあまり感

じられないかもしれません。そこでおすすめなのが、撮影時の設定を記録して満月の

写真を撮ることです。別の日の満月を、同じカメラを使って同じズーム倍率で撮影

し、写真を並べて見比べてみると大きさの違いがよくわかります。ちなみに今年は、

１１月５日の満月が１年で一番大きく見える満月（スーパームーン）になります。１年で

一番小さく見える月と大きく見える月は実際にどれくらい大きさが違って見えるのか、

ぜひ確かめてみてください。

野村 美月（科学館学芸員）

［こよみと天文現象］

月 日 曜 主な天文現象など

３ １６ 日 月とスピカがならぶ

１７ 月 彼岸の入り

２０ 木 春分の日／春分（太陽黄経０°）

海王星が合

２１ 金 月とアンタレスがならぶ

２２ 土 下弦（２０時）

２３ 日 金星が内合

２５ 火 水星が内合

２９ 土 ●新月（２０時）

月 日 曜 主な天文現象など

４ ３ 木 月と木星がならぶ

４ 金 清明（太陽黄経１５°）

５ 土 上弦（１１時）

６ 日 月と火星がならぶ

１２ 土 ユダヤ歴過越のはじまり

１３ 日 ○満月（９時）

１４ 月 月が最遠（８時・４０６３１１㎞）

変光星くじら座ミラ（２.０～１０.１）等

の極大
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